
食に関する指導

学校給食研究協議会の開催

学校給食の意義と役割について理解を深め、学校給食関係者の資質の向上を図るとともに、給食時間に

おける給食指導や食に関する指導の一層の推進・充実に資することを目的とし毎年、開催しています。

内 容  開催校における学校給食実践活動の発表

 開催校の給食関係職員による食に関する研究授業の実施

 学校給食に関する研究協議

食育推進「さいたま市学校給食週間記念講演会」の開催

文部科学省は毎年、冬休みと重ならない１月 24 日から１週間を全国学校給食週間としています。週間中

は、全国で学校給食の意義や役割について児童生徒や教職員、保護者、地域住民の理解と関心を深めるた

めのさまざまな行事が行われます。

さいたま市では一般市民、保護者、給食関係者を対象に望ましい食生活のあり方について考え、学校・家

庭・地域の連携により、学校における食育の推進を図ることを目的とし、講演会を毎年開催しています。

内 容  「学校・家庭・地域を結ぶ食育

～楽しく食育～」（平成21年度）

 「学校・家庭・地域を結ぶ食育

～子どもの心と体を育む食育～」 （平成22年度）

各学校における食に関する指導の実践

 学校給食を教材として教諭と栄養教諭・学校

栄養職員等が協力して授業を実施していま

す。

 給食時間等において学校給食を『生きた教

材』として活用した指導を実施しています。

 学校内外で農業体験活動を行う『学校教育フ

ァーム』を推進しています。

教科指導や学級活動等

 『給食だより』等を通し食にかかわる情報を

各家庭に提供しています。

 『学校教育ファーム』や『ふれあい給食』等を

通して地域の人たちとの交流を図ります。

 地場産物を活用し、郷土の産物について理

解と関心を高め、生産者に対する感謝の気

持ちを育みます。

家庭・地域との連携


